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＜連絡事項＞

・学術のスケジュールを各自、病棟メールで確認して下さい。

・10月24日時点でのアルコール依存症プログラム導入者と、プログラム担当作成者一覧が作成されています。西Ａステーション内のファイルに添付されているので担当スタッフは参照して下さい。

＜患者様連絡事項＞

古川文博様について

昨日、左臀部切開し血腫を一部除去施行していますが止血はされていないので安静を促して下さい。入浴も不可です。10/26の再受診の前も消毒とガーゼ交換は行って下さい。

中村富男様について

10/25家族面談、10/27退院となります。本人は10/25退院すると言われているので訴え時は10/27が退院日である事を説明して下さい。

阿部文香様について

母様より急な面談希望があり10/26（木）面談予定となっています。母様は、最近の様子と診断書の事が聞きたいと話しています。

佐々木尚子様について

ふりかけの管理ですがスタッフオフィスで行なう事になります。私物管理を拡大しようと本人、勝手な解釈で私物を持つ事や、担当医に確認してもいないのに「先生が良いと言った」等と話す事ありますが、本人の言動に惑わされないようにして下さい。わからない場合は確認し統一した対応をして下さい。

倉舘昌雄様について

　アルコール依存症治療プログラムの導入について安ヶ平Ｄｒに確認した所、医療保護から任意への変更は入院前の状況から切り替えは出来ない。今後の切り替えやプログラムの導入はあるが、現時点で切り替えた場合はすぐに退院要求するだろうとの事。今後の方針としてアルコール幻覚症、衝動性人格障害の治療が中心になります。
磯島貴広様について

本日、家族面談（母様、弟様）を行い、田名部Ｄｒより、病気の説明、本人への対応の仕方を説明していますが御家族は本人への恐怖感が強く、拒絶的な様子が見られています。面会もスタッフが付き添う事を伝えますが会いたくないと拒み、差し入れのみして帰られています。今後も家族への病気の学習は続ける方針です。

スタッフの方から御家族へ電話しても出ない事が多く、連絡が取りにくい事について確認しています。本人からの外出の要求や、本人の以前の勤務先から修理費の請求がある等の理由から電話には出にくいとの事です。その為、病院からの連絡は21：00に行なう事。緊急の時以外はその時間には電話しない事を御家族と約束しています。
※家族への連絡は21：00を厳守して下さい。この事は本人にも伝えないで下さい。
＜入院予定患者様＞

大久保美津子様　58歳

病名：反応性精神病、知的障害、てんかん

担当主治医：安ヶ平Ｄｒ

室岡整形外科医院にて右大腿頸部内側骨折との診断あり、手術（人工骨頭挿入術）の為に同院へ転院された患者様です。同院での治療終了し、当院へ10/25、15：00に再入院の予定です。担当医からの指示で来院時は直接病棟で入院対応して下さいとの事です。












